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■概要

■条件

■解析

・準三次元モデルにより湖内の水平・鉛直方向水理および水質分布を解析

・栄養塩類とプランクトンを表現した低次生態系モデルを用いた水質予測

・湖沼の水質改善対策を実施した場合の効果を解析

解析事例；湖沼水質解析

湖内地形、流入条件※（水量、水質）、流出条件（水量）、気象、対策諸元（対策種、規模）、

水質観測データ

※流域からの流入水量・負荷量は分布型流出モデルやタンクモデルと組み合わせることでも算定可能

・水平・鉛直的に空間分割できるため、滞留性の違いによる局所的な流況や水質の差を表現可能

・移動境界により計算範囲を変化させ、湛水域の変動にともなう流況・水質変化を表現可能

・（地点or面的な）対策効果の範囲や程度を把握可能

〇流総計画・湖沼水質保全計画の策定のための水質予測

○治水対策実施時の水環境影響評価

〇流入河川水量変化による湖内水質予測

■事例

●水質予測モデルの構築 ●低次生態系モデルの概念

●対策実施時の水質予測
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